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３７会、男池（おいけ）～かくし水のユキワリイチゲ、アズマイチゲ 

（大分県由布市庄内町） 



























かくし水に行く途中のアズマイチゲの花は、 
開いていなかったが、帰りの時は開いていた。 











両腕を上げているように見え、元気をもらえる 
生命（いのち）の木（ブナ）。パワースポット 







「雪割一華」早春、雪が残るような時期に咲き、１本の花茎の茎頂に 
１輪の花（一華）を咲かせることからこの名がある。 

本州西部（近畿）から九州に分布する多年草。スプリング エフェメラルの一種。 

 













１本の花茎の茎頂に１輪の花をつけるので「イチゲ（一華）」で、 
東日本に自生するという意味で「東（あずま）」だが、日本各地に自生する。 



春先に花を咲かせ、落葉広葉樹林の若葉が広がる頃には 
地上部は枯れてなくなり、 

その後は翌春まで地中の地下茎で過ごすスプリング・エフェメラルの一種。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%90%BD%E8%91%89%E5%BA%83%E8%91%89%E6%A8%B9%E6%9E%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%A1%E3%83%A9%E3%83%AB

